社会福祉演習Ⅱ
（Seminar on Social Welfare and Social Work Ⅱ）
	担当教員名　　小林　明子　　塚本　利幸

	科目区分　専門　必修
	対象学年：４年　　　　
	開講期　通年
	単位数　２　　

	オフィスアワー
	月～金の昼休み　または　月の３・４限（要確認）

	メールアドレス
	akikoba@fpu.ac.jp  tukamoto@fpu.ac.jp

	授業概要

（3行程度）
	１．参加者全員で年間のゼミ活動の方針を決め、自主的なゼミ運営を行う。
２．各人が１年間の達成課題を決め、行動計画を策定し、月例で活動報告を行う。
３．国内外の社会福祉の課題を抱えている本人や支援団体と関わりをもち、現場の声を聞き、意見交換を行える場を作る（月に１回程度、２コマ続けて行う）。

４．福祉新聞や月刊誌を題材に、社会福祉の多様な課題について学び考え、参加者と討論する。
５．日常的なゼミ活動の中で障害のある人の理解とノーマライゼーションを実践する。

	授業目標

（4行程度)
	１．グループワーク:ゼミ活動は、グループワークの一環として行う。１年かけて、参加者が相互に信頼しあえ、個人の能力を引き出せる参加型学習を行いグループとしての成長を目標とする。
２．個々人の課題に取り組む:大学生活最終年の学びの場として、個々人がやり残した課題をみつけ、目標、達成課題を設定し、意欲的に取り組み、定期的に報告を行う。
３．読む力・書く力・発表する力・討論する力:現代社会を反映する社会福祉の問題について幅広く情報を収集し、問題の実態、分析、解決方法等をレポートし、発表し、討論する力を高める。

４．国家試験を意識した情報提供や情報交換を行い、試験勉強へのモチベーションを高める。

	授業計画・内容

	○全体を通して、参加型学習を基本にしたグループワークを中心に、主体的なゼミ活動を行う。
○内容に応じて、可能な限り３・４年生合同で行う時間を作る。
＜前期＞

４月:＊オリエンテーション。自己紹介。＊前期のゼミの企画。月刊誌の選定。
　　 ＊福祉新聞、月刊誌のレポート作成とプレゼンテーション(3･4年合同)　＊各自の課題の報告
５月:＊県内の留学生との交流の企画と実施(3･4年合同)
　　 ＊福祉新聞、月刊誌のレポート作成とプレゼンテーション(3･4年合同) ＊各自の課題の取り組みの発表
６月:＊高齢者のデイサービスにてボランティアの企画と実践
　　 ＊福祉新聞、月刊誌のレポート作成とプレゼンテーション(3･4年合同) ＊各自の課題の取り組みの発表
７月:＊卒論中間発表準備
＊福祉新聞、月刊誌のレポート作成とプレゼンテーション(3･4年合同) ＊各自の課題の取り組みの発表
８月:＊前期のまとめの合宿の企画と実践:滋賀県内の現場見学後、滋賀県内に宿泊

＜後期＞
10月:＊ソーシャルワーカーの仕事の専門性について深める
＊福祉新聞、月刊誌のレポート作成とプレゼンテーション(3･4年合同) ＊各自の課題の取り組みの発表
11月:＊福祉新聞、月刊誌のレポート作成とプレゼンテーション(3･4年合同) ＊各自の課題の取り組みの発表
12月:＊福祉新聞、月刊誌のレポート作成とプレゼンテーション(3･4年合同)　＊国家試験の勉強に集中する
１月:＊＊国家試験の勉強に集中する
２月: ＊福祉新聞、月刊誌のレポート作成とプレゼンテーション(3･4年合同)

＊卒業研究を後輩に発表する機会を作る　 ＊１年間のまとめのレポート発表
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	最終学年です。大いに学生生活を充実させましょう。


